
単位数 ○

ICT活
用

①国外研修に参加するための手続きを終了させる。【態度・志向性】
②「国外研修ガイドブック」の原稿を完成させる。【態度・志向性】
③「宮崎ナイト」の準備を完了させる。【態度・志向性】

学修成果との関連 4.多文化・異文化に関する基本的知識を有する。

書類の手続きや自分の分担の作業（「国外研修ガイドブック」の作成もしくは「宮崎ナイト」の企画）を進める。必要に応じてチー
ムで進める（予習・復習を合わせて毎週2時間程度の学修を想定）

評価方法・基準

書類作成及び提出（期限までに提出することも評価の一部とする）（50%）
授業への参加・貢献度（50%）

授業計画
【第4回】

第4回：国外研修参加手続きと「国外研修ガイドブック」作成及び「宮崎ナイト」の企画立案（３）
・第3回から継続して国外研修に参加するための手続きを行うとともに「国外研修ガイドブック」作成及び「宮崎ナイト」の企画立
案の作業を行う。
・「国外研修ガイドブック」については分担部分の執筆作業をする。
・「宮崎ナイト」についてはイベント内容の詳細を企画立案する。

授業計画
【第5回】

第5回：国外研修参加手続きと「国外研修ガイドブック」作成及び「宮崎ナイト」の企画立案（４）
・第4回から継続して国外研修に参加するための手続きを行うとともに「国外研修ガイドブック」作成及び「宮崎ナイト」の企画立
案の作業を行う。
・「国外研修ガイドブック」については分担の部分を完成させ、コピーを配布して全員で内容を確認する。必要に応じて指導者が助
言・修正する。
・「宮崎ナイト」についてはイベント内容の詳細を決定し、プログラムを配布して全員で内容を確認する。必要に応じて指導者が助

課題に対する
フィードバック

①書類作成に関しては指導者がチェックし、必要に応じて修正を指示・指導する。
②「国外研修ガイドブック」に関しては、学生が作成した原稿を指導者がチェックし、必要に応じて修正を指示・指導する。
③「宮崎ナイト」に関しては、学生が企画した内容を練習やリハーサルの場でチェックし、必要に応じて修正を指示・指導する。

授業計画
【第6回】

第6回：国外研修参加手続きと「国外研修ガイドブック」作成及び「宮崎ナイト」の企画立案（５）
・第5回から継続して国外研修に参加するための手続きを行うとともに「国外研修ガイドブック」作成及び「宮崎ナイト」の企画立
案の作業を行う。
・「国外研修ガイドブック」については、指導者が内容を最終確認し、原稿を確定する。
・「宮崎ナイト」についてはイベント中の分担を決定する。全ての学生がイベントに参加し、分担する。

授業計画
【第7回】

第7回：国外研修参加手続きと「国外研修ガイドブック」作成及び「宮崎ナイト」の企画立案（６）
第6回から継続して国外研修に参加するための手続きを行うとともに全員で「宮崎ナイト」の準備作業・MC等の練習を行う。

授業計画
【第8回】

第8回：「宮崎ナイト」リハーサル
「宮崎ナイト」のリハーサルを行い、本番に向けての練習及び確認作業を行う。

授業時間外学習【予
習】

授業時間外学習【復
習】

授業の到達目標

書類の手続きや自分の分担の作業（「国外研修ガイドブック」の作成もしくは「宮崎ナイト」の企画）を進める。必要に応じてチー
ムで進める（予習・復習を合わせて毎週2時間程度の学修を想定）

授業計画
【第2回】

第2回：国外研修参加手続きと「国外研修ガイドブック」作成及び「宮崎ナイト」の企画立案（１）
国外研修に参加するための手続きを行うとともに「国外研修ガイドブック」作成及び「宮崎ナイト」の企画立案のために２チームを
作り、作業を開始する。

授業の進め方
と方法

①学生自らが国外研修に参加するための書類作成及び手続きを行う。
②学生自らが「国外研修ガイドブック」を作成する。
③学生自らが国外研修中に行われる「宮崎ナイト」の企画立案、準備を行う。
学生が①②③を進めるにあたり、必要に応じて指導者が指導・アドバイスする。

授業計画
【第3回】

第3回：国外研修参加手続きと「国外研修ガイドブック」作成及び「宮崎ナイト」の企画立案（２）
・第2回から継続して国外研修に参加するための手続きを行うとともに「国外研修ガイドブック」作成及び「宮崎ナイト」の企画立
案の作業を行う。
・「国外研修ガイドブック」については目次を確定し、分担を決め、執筆作業を開始する。
・「宮崎ナイト」についてはイベントの内容を決定する。

①国外研修に参加するための書類作成及び手続きを学生自らが行う。
②「国外研修ガイドブック」を学生自らが作成し、その過程で国外研修に臨むにあたって必要な知識を身につけ、心構えを養う。
③国外研修中に行われる異文化交流イベント（「宮崎ナイト」）の企画立案、準備を行う。

アクティブ
ラーニング

関連する科目
1年次前期に「異文化理解」を、本科目履修後、２年次前期に「異文化コミュニケーション論」をそれぞれ履修することが望まし
い。

授業計画
【第1回】

第1回：オリエンテーション
授業及び国外研修の概要について説明する。

担当教員名 横堀　仁志

授業概要

Minami　Kyushu　University　Junior　college　Syllabus
シラバス年度 2024年度 開講キャンパス 宮崎キャンパス 開設学科 国際教養学科

科目名称

科目コード

国外研修Ⅰ 授業形態 演習

590155 1単位 配当学年 1 実務経験教員
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